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McAfee Enterprise と FireEyeは、 

2021年 10月の STGによる 12億米ドルでの FireEyeの買収手続き完了を受け、完全統合しました。 

 

※当資料は、米国時間 2021年 11月 22日に米国で発表されたプレスリリースの抄訳です。 

 
McAfee Enterprise 

IDC MarketScapeのクラウドセキュリティゲートウェイ部門でリーダーに選出 

 
McAfee Enterprise & FireEyeは、IDC MarketScapeのWorldwide Cloud Security Gateways 2021 Vendor 

Assessment（doc #US48334521、2021年 11月）において、同社のMVISION Unified Cloud Edge

（UCE）ポートフォリオの一部であるMVISION Cloudが評価され、リーダーに選出されたことを発

表しました。McAfee Enterpriseは、堅牢なクラウドレジストリと分析、DLP、脅威検知の機能によ

り、この評価を受けました。 

 

IDC MarketScapeでは、クラウドセキュリティゲートウェイ（CSG）を、組織でのクラウドアプリケ

ーションの利用状況を監視し、検出、モニタリング、保護を行うセキュリティ強化ポイントと定義

しています。CSGは、ポリシー適用、脅威検知、データ損失防止、ユーザーのふるまい分析など、

複数のセキュリティ管理機能を備えています。CSGの典型的な使用例としては、データ保護、シャ

ドーIT検知、非管理デバイスの可視化と制御、脅威防御、コンプライアンス、IaaS環境でのセキュ

リティ運用などが挙げられます。 

 

レポートによると、「McAfee Enterpriseは、セキュアWebゲートウェイ、CSG、エンドポイントセ

キュリティなどの包括的且つ強力なセキュリティソリューションを提供しており、これらを統合す

ることで、顧客のデータ損失防止、ユーザーのふるまい分析、XDR、脅威防御などを行うことがで

きます。McAfee Enterpriseは、大規模なユーザーベースをサポートするために必要なスケールとス

ピードで、堅牢な保護と DLPを提供することに取り組んできました」としています。 

 

McAfee Enterprise & FireEyeの製品管理担当シニアバイスプレジデントのアナンド・ラマナサン

（Anand Ramanathan）は、次のように述べています。「今回選出されたことは、マルチクラウドや

ハイブリッドクラウド環境の導入に伴うセキュリティ上の課題を、組織が対応可能にするMcAfee 

Enterpriseのクラウドネイティブなアプローチが改めて評価されたものと考えています。MVISION 

Cloudは、ITセキュリティの導入・管理方法を変革することを目的としています。 McAfee 

Enterpriseの次世代セキュア webゲートウェイやMVISION Private Access製品と組み合わせること

で、Secure Access Service Edge（SASE）フレームワークのセキュリティ要素である、業界で最も包

括的なセキュリティサービスエッジソリューションを提供します」。 

 

参考情報： 

 MVISION Unified Cloud Edge  

 McAfee Enterprise ブログ 
 

 

 

https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US48334521
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US48334521
https://www.mcafee.com/enterprise/ja-jp/solutions/unified-cloud-edge.html
https://www.mcafee.com/enterprise/ja-jp/solutions/unified-cloud-edge.html
https://www.mcafee.com/enterprise/ja-jp/solutions/unified-cloud-edge.html
http://blogs.mcafee.jp/mcafee-enterprise-continues-to-be-a-leader-in-casb-and-cloud-security


IDC MarketScapeについて 

 IDC MarketScapeのベンダー評価モデル（idc.com）は、特定の市場における ICT（情報通信技術）サ

プライヤーの競争力を概観することを目的としています。調査方法は、質的基準と量的基準の両方に

基づいた厳密なスコアリング手法を用いており、その結果、特定の市場における各ベンダーのポジシ

ョンを 1つのグラフで示すことができます。IDC MarketScapeは、ITおよび通信ベンダーの製品とサ

ービス、能力と戦略、現在および将来の市場の成功要因を有意義に比較できる明確なフレームワーク

を提供します。また、このフレームワークにより、テクノロジーバイヤーは、現在および将来のベン

ダーの強みと弱みについて 360度の評価をすることができます。 

 

McAfee Enterprise & FireEyeについて 

McAfee Enterprise & FireEyeは、2021年 10月の STGによる 12億米ドルでの FireEyeの買収手続き完

了を受け、完全統合しました。両社のポートフォリオと知見を有する従業員が結集し、市場をリー

ドするセキュリティ専業企業が誕生しました。実績あるテクノロジーと他に類を見ない経験を有

し、世界中の 40,000を超える企業、商業施設、政府機関の顧客にサービスを提供します。革新的な

テクノロジー、インテリジェンス、自動化技術を融合し、顧客が抱える極めて複雑なサイバーセキ

ュリティの課題解決をサポートします。詳細は、www.mcafee.com/enterprise および www.fireeye.com 

をご覧ください。 

 

＜本情報のお問い合わせ＞ 

McAfee Enterprise & FireEye 

広報担当 戸田 

Tel: 070-2680-0731 

hiromi_toda@mcafee.com 

http://www.mcafee.com/enterprise
http://www.fireeye.com/
mailto:hiromi_toda@mcafee.com

